
まずは自分で問題を解いてみましょう。その後、裏の解説を読みましょう（問題の内容
を学習する学年も示しています）。
わからない時は、 の解決する際のポイントを参考にして再挑戦してみましょう！

（３）、（７）は、
３年生の学習内容です。

やや難

（１）、（２）
とも、２年生の
学習内容です。

（８）は、２年生の
学習内容です。

【数学①】



次のように解きます。

分母に があるときは、有理化して分母に がない形にして計算します。（３）

（解法）（例） これが
大事！

（８） データの活用に関する用語の意味を押さえておくことが大切です。

ポイント

ポイント

１４

２
② を有理化します。

１４

２
×

２

２
＝
14 ２

２
＝ ７ ２

a  × a  = a

① 18  を簡単な数にします。
a  = a2

平方根の性質を用いて、

のついた数を簡単な数になおす

ことが大事です。

③ ①、②を使って計算します。

18 ＋ = 3 2 ＋ ７ ２ =  10 ２
１４

２

（７）

・・・（答）

２乗に比例する関数のグラフの特徴をおさえておくことが大切です。

ポイント

この問題のデータの個数は、13個です。
よって、小さい方から７番目のデータが、中央値になります。
中央値を境に、前半部分の中央値を第１四分位数、後半部分の中央値を第3四分位数

といいます。 中央値 後半部分前半部分

第３四分位数第１四分位数

つまり、第３四分位数は、53と56の平均値となるので、 =  54.5
53＋56

２
・・・（答）

18 =  3  × 2 = 2 ３ ２

〇 原点を通る放物線と

なります。

特に、原点付近は、

なめらかになります。

〇 ｙ軸を対象の軸とし

て線対称なグラフです。

の式に、

ｘ＝２を代入して
計算すると、
ｙ＝－２となるので、
グラフは（２,－２）を
通ります。
このように、（ x , y ）の
ｘ、ｙの両方が整数となる
組を見つけることも大事で
す。

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】①



樹形図をかいて起こりうる全ての場合を順序よく整理して数えたり、樹形図の一部から

あることがらが起こらない確率を考えたりします。

次のように解きます。

（１）

ポイント

（解法①）（例）樹形図をかいてみる。

１５
１６

赤玉を１、白玉を②、③、④とすると、起こりうる全ての場合は、

１

１

②

③

④

②

１

②

③

④

③

１

②

③

④

④

１

②

③

④

の16通りである。

このとき、少なくとも１個は白玉となるのは、15通りである。

よって、 ・・・（答）

（解法②）（例）ことがらが起こらない確率を考える。

取り出した２個の玉のうち、少なくとも１個は白玉となる場合に対して、両方、

赤玉となる場合は1通りである。

よって、１－ ＝
１
１６

１５
１６

・・・（答）
ことがらAの起こる確率をｐと

すると、

Aの起こらない確率＝１－ｐ

これも
大事！

起こりうる全て

の場合を順序よ

く整理して、も

れなく数えるこ

とが大事です。

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】①



（４）は、３年生の
学習内容です。

やや難

やや難

（３）は、２年生
の学習内容です。

【数学②】



次のように解きます。

文字を用いて数を表し、文字式を計算したり、目的に応じて式変形をしたりするこ

とが大切です。
（4）

（解法）（例）

ポイント

連続する４つの整数を、ｎ、ｎ＋１、ｎ＋２、ｎ＋３とすると、

X＝ｎ＋（ｎ＋１）＝２ｎ＋１、Ｙ＝（ｎ＋２）＋（ｎ＋３）＝２ｎ＋５ だから、

ＸＹ＝（２ｎ＋１）

＝４ｎ ＋１２ｎ＋５

（２ｎ＋５）

２

～～～～～～～～～～～～～～
この式が、因数分解
できないか考えます。

まとめの中に、「XとYの積に、正の整数 Q を加えた」とかいてあるので、

例えば、上の式に「１」を加えると…

= ２（２ｎ ＋６ｎ＋３）

となるが、これ以上因数分解できない。

このように考え、上の式に「３」を加えると、

４ｎ ＋１２ｎ＋８＝ ４（ｎ ＋３ｎ＋２）

= ４（ｎ＋１）

となるので、XとYの積に、「３」を加えた数は、

２番目に小さい数（ｎ＋１）と、２番目に大きい数（ｎ＋２）の４倍になることが

分かります。

よって、 Q ＝３、記号は ウ ・・・（答）

４ｎ ＋１２ｎ＋６
２ ２

２ ２

（ｎ＋２）

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】②



C社のプランを式に表したり、グラフにかきたしたりしながら考えていきます。

次のように解きます。

（３）

ポイント

（解法）（例）

問題文の条件より、
C社は、240kWhまでは、基本料金の
4000円のみで、240kWhこえると、
１kWhあたり一定の料金がかかり、
350kWhのとき8400円である。
よって、グラフは、右の図の赤のグラフ
のようになる。
このことから、
A社の、傾きが20で
（200,5200）を通る直線と、
C社の
（240,4000）と（350,8400）を
通る直線の交点を求めればよい。

A社の式（x >200）は、
ｙ＝20ｘ＋ｂとなる。

この式に、ｘ＝200、ｙ＝5200を代入
すると、
ｂ＝1200

よって、式は
ｙ＝20ｘ＋1200 ・・・①

C社の式（x＞240）は、
（240,4000）と（350,8400）を
通る直線だから、

ｙ＝ ｘ＋ｂ

ｙ＝ 40 x ＋ｂとなる。
この式に、x＝240、ｙ＝4000を代入
すると、
ｂ＝－5600

よって、式は
ｙ＝40ｘ－5600 ・・・②

①、②を連立方程式として解くと、

ｘ＝340 、ｙ＝8000

これは、問題に合う。

したがって、

R にあてはまる数は、340 …（答）

4000

240

（350,8400）

問題文の条件から、
おおまかなグラフ
をかき込んで予想
することが大事で
す！

（240,4000）

交点の
座標を
求めれば
よい！

４４００
110

ここが、ｘ＝150
となることを確か
めることも大事で
す！

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】②



やや難

３年生の
学習内容です。

（２）、（３）
とも、３年生の
学習内容です。

難

やや難

【数学③】



次のように解きます。

与えられた線分の長さの比を基に、基準とする線分の長さを文字式でおき、それを

使って比べたい図形の面積を文字式で表していきます。
（４）

（解法）（例）

これも
大事！

ポイント

CD＝５cmで、△BCEは、∠BCE＝60°の

直角三角形だから、BC：CE＝２：１より、

CE＝８cm

同じく、△ADCは、∠DCA＝60°の

直角三角形だから、AC：DC＝２：１より、

AC＝10cm

これより、ＡＥ＝２cmである。

このことから、

AE：CE ＝ GE：BE ＝１：４と分かる。

ここで、△AEG＝ a とすると、

△ABE＝４a、△BCE＝16a、△ECG＝４a、

となるので、四角形ABCG＝25a となる。

よって、

△ABE：四角形ABCG ＝ ４a：25a だから、

△ABEの面積は、四角形ABCGの （倍）
４
2５

文字式の表し方を
工夫すると、計算
が簡単になるね。

11cm 5cm

60°

・・・（答）

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】③



平面図形の中にある相似な三角形を見いだし、文字を用いて線分の長さの関係を、

式に表すことが大事です。

次のように解きます。

（２）

ポイント

（解法）（例）

H

E

A B

F B

CG

P

Q

【展開図の一部】

８cm

4cm

4cm

展開図の一部を用いて考える。
FQ＝ｘcmとすると、GQ＝（４－ｘ）cm
ここで、△QAB∽△QCGで、相似比は
１：２だから
（４－ｘ）：（ｘ＋４）＝１：２

これより、
ｘ＋４＝２（４－ｘ）を解くと、

ｘ＝ …①

さらに、PF＝ｙcmとして、

△QPF∽△QABで、

ｙ：８＝ｘ：（ｘ＋４）となるから、

ｙ：８＝ ：

これより、

ｙ＝ を解くと、

ｙ＝２ …②

①、②より

＋２ ＝PQ だから、

これを解いて、

PQ＝

ｘcm

4cm

（４－ｘ）cm

４
３

ｙcm

４
３

１６
３

１６
３

３２
３

４
３

２２
２

２ １３

３

様々な図形の重なりから、下
のような、相似な三角形を見
つけることが大事です。

G C

Q

FP

A B

P F

Q

・・・（答）

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】③



空間図形の中に条件に合うように線分をかきこんで平面図形を見いだしたり、直方体

の特徴を生かして平面図形どうしの位置関係に着目したりすることが大事です。

次のように解きます。

（３）

ポイント

（解法）（例）

ｘcm
Ｋ

まず、点Ｋの位置を明らかにする。
そのために、ＥＫ＝ｘcmとすると、
ＦＫ＝（８－ｘ）cmとなる。
ここで、△ＦＣＫは、∠ＫＦＣ＝90°の
直角三角形で、ＥＫ＝KCだから

（８－ x ）＋（４ 2 ） = x

これを解くと、
x＝６

よって、EK＝６cmである。

２ ２ ２

Ｋ

Ｋ

６cm

６cm

次に、四角すいKEICJの体積を考えるために、
四角すいKEICJを、右の図のように、
三角すいCEKIと三角すいCEIKに
分けて考える。

三角すいCEKIについて、
△EKIを底面と考えると、辺CGが高さとなる。
よって、体積は、

V＝（６×４× ）×４×

＝ 16 cm

同様に、三角すいCEIKの体積も16 cm

である。

これより、四角すいKEICJの体積は、

32 cm

１
２

１
３

3

3

3
・・・（答）

福岡県立高校入試問題の難しい問題にチャレンジしよう！【数学】③


